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課 題 名 ケ イ ピ ンの効果 的使 用法

課題 区 分 任 一思
発

間
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～ 58年度
担当 武 雄 営 林 署

目
　

標

ケイピンの効果にムラがみられたので合理的使用法を究明する。

結

果

1.発芽瘤に挿入したプロットは薬効が高く,発芽瘤 5翻以上を除いて 10o%の結損を示

した。

2.発芽瘤 5釘以上は 1本のケイビンでは薬111不足で抑i制効果が劣った。

3 3年 目は薬効が無くぼうがして勢いよく延びた。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内 容 項 目 内 容 項 目 内 容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 le~ 径 鍬

植|

イ
可 籠

力́ 当たり本数 本

材 積 ″ノ

開発経過と調査内容

別 紙 記 録 の と
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評価及び普及指導

発芽瘤の径による適切な薬量をもって,発芽瘤にケイピンを正しく処理することにより,ク

ズを完全抑制することが可能である。

挿入部位として最も効果的である発芽瘤への処理をよリー層徹底したい。

局のケイピン使用指導を着実に現地へ適応するために良い指針を得た。
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ケ イ ピ ンの 効 果 的 使 用 法

1.試 験 地 設 定

当署では,従前からケイビンを使用しクズ枯殺を行っていたが,処理方法により薬剤効果にムラ

が見受けられ,完全枯殺に至らず,ぼうが,又は再生により回復するものや,発芽により発生した

りして,ク ズの撲滅は仲々進まない現状であった,そ こでこれらを解消するため処理方法別の抑制

度を調査し最善の処理方法を確立し,合理的,効果的使用法を究明するため,次のような試験地を

設定した。

(1)時  期   昭和 56年 7月 16日

(2)場  所   佐賀県鹿島市音成  高野平固有林 56林班は小班

(3) 面    積      0.4 5勉

(4)地  況   方位 NW"傾 斜 中,土壊型 BC,表 層地質 安山岩 ,堆積型 旬行土 ,

標高 500π

(5)林  況   クヌギぼうが更新箇所,林令 11年生, 標高 8Z

(6)供 試 体

ア,ク ズの径級地際径 …… 1翻 …… 60本 …… (A,B,C各 々部位 20本 )

″         2α 7 ……・ 60オ  ヾ ……。(       〃     )

″        3鍬  …… 60本 …… (      ″     )

″        5翻  …… 60本 …… (      ″     )

計              240本

イ.穿 入 位 置

A部位 …… 発芽瘤に穿入

B″  …… 発芽瘤より50翻位置に穿入

c″  …… 発芽瘤より100翻位置に穿入

ウ,穿入本数 ケイビン 各々 1本

2.調 査 方法の基準

(1)調査方法としては,枯死,抑制の状態を数値で,次のように評価した。

ア,成長が抑制され先端が枯れているもの       1点

イ,葉が殆んど枯れているもの            2点
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ウ,lπ以上が半枯れの状態 (地表面から)

工,lπ以上が全枯れの状態 (  ″  )

オ,0～ lπが半枯れの状態

力,0れ以上が全枯れの状態

キ,発芽瘤が半枯れの状態

ク,発芽瘤が全枯れの状態

ケ,根部まで完全枯殺したもの

(2)調 査 時 期

1回 目   昭和 56年  8・月 24日

2回 目   昭和 56年  9月 28日

3回 目   昭和 56年 lo月 28日

4回 目   昭和 57年  7月 27日

5回 目   昭和 57年  9月 30日

6回 目   昭和 58年  5月 31日

7回 目   昭和 58年 11月 28日

3点

4点

5点

6点

7点

8点

9点

3.調 査 結 果

(1)径級別効果のバラッキの範囲及び頻度

径 1釧 A部位にさした場合  範囲は 9点が最も多く 17個体で 85%

径 267     ″      範囲は 9点が11も多く 17個体で 85%

径 3翻     ″      範囲は 9点が最も多く 16個体で 80%

径 5鍬     ″      範囲は 9点が最も多く9個体で45%

(2)部位別効果のバラッキの範囲及び頻度 (各々 80個体)

A部位 径 1"～ 5鍬平均  範囲は 1～ 9で頻度は 9点が最も多く59個体で 74%

B部位    ″      範囲は 1～ 9で頻度は 9点が最も多く40個体で 50%

C部位    ″      範囲は 1～ 9で頻度は 9_6点 50%以上をしめ 9点が 36

個体で45%

このように,径級が大きく,かつ穿入部位が高くなるほど,バラツキの範囲も広く薬剤効果も

低い結果がでた。

(3)径級別,穿入部位別平均効果度及び抑制度

ア,平均効果度
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A部位  1翻  8.8点   2磁  8.8点   3翻  8.6点   5翻  69点
平均点 8.3点

B部位  1翻  7.5点   2677 7.4点   3働  74点  5翻  73点
平均点 7.3点

C部位  1翻  8.0点   2翻  7.0点   3鍬  7.2点   5翻  69点
平均点 7.3点

イ,抑制度 (効果度 5点以上でぼうが発生をみなかった個体)

A部位  1翻  95%  2筋  10o%  3鍬  85%  5鰍  65%
平均計 86%

B部位  1翻  65%  2“  55%   3翻  50%  5" 60%

平均計 58%

C部位  1翻  70%  2翻  40%   3鍬  55%  5" 50%

平均計 54%

平均効果度,抑制度ともにA部位 (発芽瘤)に さした場合は最も効果が高く,径級が大きくな

るほど低い結果がでた。

B,C部位については類似効果を示しているが,A部位に比べて低い値がでた。

(4)ぼうが数及びぼうがの長さ。

ア,ぼうが数 (個体数)

A部位  1翻  1個   2翻   0個  3翻  3個   5鍬  4個

計 8個  lo%

B部位  1翻  7偶  2翻   9個   3鍬  9個   5翻  7個

計 32個 40%

C部位  1" 6個   2翻  12個   3翻  9個   5鍬  10個

計 37個  46%

A部位は,3,C部 位に比べて約 4分の 1の ,ぼうが個体数である。

イ,ぼうがの長さ。

A部位  1鍬～ 5鍬で 01～ 92の びて総延長が 55.lπ

B部位      ″      o.2～ 10zのびて総延長が 144.52

C部位    ″    o.2～ 12zのびて総延長が 197.6π

(5)枯死数及び枯死率

A部位
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1翻  17個 体 (85%)   2翻   17個 体 (85%)′

3麟  16個 体 (80%)   5"   9個 体 (45%)

計  59個 体 (74%)         1

B部位

1翻  12個 体 (60%)   2磁    8個 体 (40%)
3翻   lo個 体 (50%)   5"  10個 体 (50%)

計  40個 体 (50%)

C部位

1爾   13個 体 (65%)   2鍬    7個 体 (35%)

3"   9個 体 (45%)   5鍬    7個 体 (35%)

計  36個 体 (45%)

A部位 (発芽瘤)にさした場合が最も効果が高く,ク ズ径 5翻を除けば枯死率が 83%と高い

数値を示した。
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(6)径 級 別 枯死 推 移表
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(7)効果別径級別集計表

効

果

Ъ亀
2 3 4 5 6 7 8 9

平 均 評 点
つ る

径級別
ぼう芽

個体数

発芽瘤径
5爾未満
ぼ う 芽

個体数

職
(ま跳

備 考

頻度 (範囲)
S
56.9

S
57.9

S
58.11

つ る径
1～3"

瘤
満薪麟

1鍬

Ａ

Ｂ

Ｃ

2 1

6

1

5

1

2 17

12

13

8.1

60

54

8.7

7.5

8.0

8.8

7.5

80

1

7

6

0

7

6

⑨

⑨

⑨

(7～ 9)

(5～ 9)

(6～ 9)

Z″

A

B

C l

1

1

6

6

1

5

5

，

“ 17

8

7

7.5

54

4.8

8_6

7.2

7.0

88

7.4

7.0

0

9

12

0

9

12

⑨ (7～ 9)

C(⑥ (5～ 9)

⑨⑥(1～ 9)

勧

A

B

C

l 2

6

1

3

3

3

4

2

16

10

9

7.0

5.3

4.8

8.3

7.1

7.0

8.6

7_4

7.2

3

9

9

0

0

0

⑨     (6^V9)

◎ (1～ 9)

⑨ C(5～ 9)

r″

A
B

C

3

2

2

1

1

2

1

1

5

5

6

4

1 9

10

7

5.1

5.0

4.8

64

6.8

6.4

69

7.3

69

4

7

10

0

0

0

⑨⑦(1～ 9)

⑨ (1～ 9)

⑨⑥(3～ 9)

計

A

B

C

3

3

1 2

1

6

9

2

11

20

10

20

12

5 59

40

36

6.9

5.4

5.0

8.0

7.2

7.1

8.3

7.3

7.3

8

32

37

0

16

18

93

57

53

100

60

52

⑨ (1～ 9)

⑨   (1^ψ 9)

◎⑤(1～ 9)

※ Aの 1～ 3鍬の効果度 8以上は 9o%の 抑制効果を示 している。

B      〃     50″     ″

C       〃     48″      ″

(8)考   察

A部位 (発芽瘤)さ した場合が最も効果が高く,発芽瘤 5077未 満では 90%の抑制効果を示し,

1本のケイビンで抑制できるものと考えられる。

B,C部位の場合の効果は,A部位に比べて低くぼうがの発生も多く,ク ズの撲滅は困難であ

る。

又,ク ズ径が小さくても,発芽瘤が大きい場合があるので,発芽瘤を見つけて処理することが

大切である。 ,

なお,発芽瘤 5鍬以上では,1本のケイビンでは薬効が低いので大きさにより本数を増す必要

がある。

親クズをなくしても種子の発芽による再生もあり,完全にクズを撲滅するため「最も効果的な

施業体系化」を確立する必要がある。
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